
事業部門 部門2 住宅市場を活用した空き家に係る課題の解決を行う事業

事業地域 全国

背景・課題 空き家の除却で「いくら必要か？何から始めるか？どうすすめるか？」がわからず、具体的に検討が進
められず、空き家処分の検討が先送りされている。

目 的 情報の非対称性が大きいライフイベントの空き家処分。
自主解体の検討早期化を狙い、解体費用と跡地の売却相場を理解できる仕組み「すまいの終活ナビ」を
開発。各自治体と協定締結を行い、自治体の情報発信で空き家所有者が利用できる状態にした。

連携する団体・役割 締結先自治体

【R4】「街」の循環再生を育む、除却と流動化支援事業 （クラッソーネ） 発表資料

日本全国を対象に、締結先の自治体経由で空き家所有者向けに空き家除却を早期化する為に「すまいの終活ナビ」を開発。
R4年度のアクセス数約14,000,件（1月末時点）、締結自治体数 累積51件（2021/2/4時点）となる

■ 事業概要



【R4】「街」の循環再生を育む、除却と流動化支援事業 （クラッソーネ）

■すまいの終活ナビ 利用促進の概要

フライヤー配布締結式 プレスリリース 公式SNSの発信

ネット広告パブリシティ記事 定量成果

①累積締結自治体数 51件

②すまいの終活ナビアクセス数 約14,000件*
（*解体費用シミュレータ―含む）

③モデル事業報道実績数 141件
（12月実績）

④フライヤー配布数 30,000部
（12月実績）
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【R4】「街」の循環再生を育む、除却と流動化支援事業 （クラッソーネ）

■すまいの終活ナビ（解体費用シミュレータ―含む）の回答 前年比較

除却動機、希望工期について傾向は同
じ。

除却動機について
空き家処分の回答者比率が3pt上昇

希望工期について
12か月以内の回答者比率が3pt上昇

解体工事の情報発信や具体検討支援によ
り経年で、
空き家処分の検討早期化啓発が進む。
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【R4】「街」の循環再生を育む、除却と流動化支援事業 （クラッソーネ）

 所有者が26年前に祖母の家を相続。思い入れもありそのままにして
いるが、固定資産税を累計で100万円以上払う。（農地込み）コスト
がかかっている点が気になっていた。

↓
● 線状降水帯の大雨で建物が被害を受けた。親戚から連絡を受け

傷んだ状態を認識し放置すると良くない感情。自治体の空き家
除却促進の報道を認識し、解体を決意。

↓
● 知人経由で工事を依頼できるが、費用交渉やトラブルの際に厄介な為

クラッソーネから紹介された3社に見積もりを依頼。
罹災証明による市からの支援金も活用し、解体を実施。

【お客様の声】
● 祖母の思い入れがある建物。昔、司法書士に放置しても何も罰せ

られないと言われ動かなかった
● クラッソーネが地元自治体と締結した報道や会社情報を確認し、

信頼できると思い依頼した。
● 東京からの遠隔地から依頼であったが、業者も各社対応は良かっ

た。事前にクチコミやホームページを細かく確認をした

● 実家を20年貸していたが、2018年から空き家の状態
↓

● リフォーム費と予測賃貸収益が釣り合わず、相続も避けたい為、
父（所有者）が元気であるうちに売却を希望。賃貸で世話になっ
た不動産会社に依頼していたが積極的に動かず。

↓
● 役所から除却補助制度と固定資産税減免措置制度の案内文書が

届く。案内に同封されたクラッソーネのモデル事業フライヤーを
確認。解体費用シミュレータ―QRコードからシミュレート。

相場観を持ち、初めて解体工事の選択肢が発生。
↓

● 減免措置の活用が可能である相談を職員に確認し、見積もり費用
も想定通りで解体を実施。土地も2か月後に売却契約が成立。

【お客様の声】
● フライヤーで解体工事の注意点がわかり、スムーズに進められた
● 疑問点も専門スタッフよりタイムリーな回答があり安心できた
● 丁寧な現地調査を行う工事会社へ、好感が持て安心した
● 新たな不動産会社の紹介で、売却も早期に決まり良かった

【埼玉県久喜市】

所有者：契約者の父(5年間空き家)

● 種類 ：居宅

● 構造 ：木造瓦葺2階建

● 面積 ：27坪

【広島県安芸高田市】

所有者：東京都在住（26年前相続）

● 種類：居宅

● 構造：木造瓦葺1階建（母屋）

● 面積：80坪（母屋）

● 離れと納屋2棟有り

■除却に至った具体シチュエーション

①固定資産税の負担を感じていた所有者
起点：大雨罹災と除却促進締結の報道

②空き家相続を希望しない所有者の親族
起点：役所の通知文書と税減免措置制度
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【R4】「街」の循環再生を育む、除却と流動化支援事業 （クラッソーネ）

調査期間：2022年10月
調査方法：インターネットによる調査
調査対象：全国で空き家を所有している30代以上の男女1,051名 ※空き家：住民票上世帯のない戸建て住宅

https://www.crassone.co.jp/news/chosa_release-9/

■空き家所有者向け意識調査
・空き家の所有者の今後の出口について n=1,051

・年代が高くなるにつれ、解体（処分）の意向は高くなる。
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【R4】「街」の循環再生を育む、除却と流動化支援事業 （クラッソーネ）

調査期間：2022年10月
調査方法：インターネットによる調査
調査対象：全国で空き家を所有している30代以上の男女1,051名 ※空き家：住民票上世帯のない戸建て住宅

https://www.crassone.co.jp/news/chosa_release-9/

■空き家所有者向け意識調査
・解体の意向がある所有者:空き家のままにしている理由 n=251

・利活用/解体両面で期待と現実のギャップがボトルネックとなっており、
空き家処分のインセンティブが無い。

0.00% 2.00% 4.00% 6.00% 8.00% 10.00%12.00%14.00%16.00%18.00%20.00%

売却／賃貸ともに市場性がなく、買い手／借り手が見つからないから

改修費用や解体費用を負担できない、したくないから

空き家を解体すると固定資産税が上がるから

具体的な方法や手順がわからないから

何となく面倒、手が回らない

物置として利用しているから

普段は利用していないが、年に数回利用しているから

特に理由はない、そのままにしていてもデメリットを感じていないから

将来使用する予定があるから

仏壇・家財の存在があるから

所有者が複数人居るので、合意形成ができないから

資産として保有したいから

自分の代で手放せない、親戚の目があるから

他人に貸出したくないから

建替え・売却が決まっているから

解体を行うことが決まっているから

その他
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調査期間：2022年10月
調査方法：インターネットによる調査
調査対象：全国で空き家を所有している30代以上の男女1,051名 ※空き家：住民票上世帯のない戸建て住宅

https://www.crassone.co.jp/news/chosa_release-9/

■空き家所有者向け意識調査
・解体の意向がある所有者:解体検討で不安や困っていること n=251

0.00% 5.00% 10.00% 15.00% 20.00% 25.00% 30.00% 35.00% 40.00% 45.00%

適正な価格／相場がわからない

資金が不足している

何から始めればよいかわからない

解体工事への知識が足りていないこと

安心して任せることができる工事会社がわからない

工事会社を選ぶ際のチェックポイントがわからない

特に困っていることはない

工事中、近隣とトラブル（騒音・粉じん・事故など）になるかもしれない

仏壇・家財道具などどうすればよいかわからない

安全な対応をする工事会社が見つかるか分からない／見つからない

解体工事について相談できる相手がいない／相談先が分からない

法律が遵守された対応がされるかわからない

その他

・相場観、資金面、知識（情報）面が不足しており、具体検討に至らない状況。
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■本事業による期待効果

「すまいの終活ナビ」「解体費用シミュレータ―」と通じ、空き家問題を検討する
きっかけを提供し、空き家について意思決定早期化を期待しています。

空き家の処分は、家財の整理作業や解体費用の支出といった負担が発生します。
親族間で空き家をどうするか？という早期に検討、擦り合わせをすることで
資金計画の準備もゆとりを持って進められます。

建物の状態が良い時期に決断できれば、売却や利活用でも費用面で優位となります。

空き家問題を所有者、相続見込み者、近隣住民含め「ジブンゴト化」にする機会提供を
率先し自治体連携を強化を進めます。
選ばれるまち、住んでみたいまち、住み続けてよかったまち
そういった「まちづくり」の一助につなげてまいります。
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